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年
頭
の
あ
い
さ
つ

村
上
市
長　

大

滝

平

正

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、夢
と
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、平
素
よ
り
市
政
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、新
村
上
市
が
誕
生
し
て
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
の
干え

支と

『
卯
』
の
よ
う

に
、
一
層
の
飛
躍
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
心
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、村
上
桜
ヶ
丘
高
等
学
校
が
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競

走
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
次
代
を
担
う
高
校
生
が
、都
大
路
の
大
舞
台
で
活

躍
す
る
姿
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
と
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
来
、
日
本
を
取
り
巻
く
世
界
経
済
の
在
り
方
が
大
き
な
議
論
と
な
っ
て
お

り
、
動
向
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
と
優
れ

た
技
術
を
持
つ
商
工
業
と
の
連
携
を
深
め
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
、
産

業
の
活
性
化
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
４
月
、
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
、「
新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大

学
」
が
開
学
し
ま
し
た
。
開
学
以
来
、大
学
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
に
よ
り
本
市
の
生
涯

学
習
に
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
本
市
の
教
育
文
化
の
向
上
、地
域
活
性
化

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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本
年
は
日
本
海
東
北
自
動
車
道
「
村
上
瀬
波
温
泉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」、「
村
上
山
辺

里
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」、「
朝
日
三
面
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」、「
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
開
通
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
観
光
の
活
性
化
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、村
上
の
魅
力
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
速
道
路
の
整
備
は
本
市
に
と
っ
て
、救
急
医
療
搬
送
時
間
の
短
縮
や
災
害
時
の
代
替

路
と
し
て
の
効
果
も
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。
引
き
続
き
、山
形
県
境
ま
で
の
高
速
道
路

延
伸
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、「
命
の
道
路
」
の
重
要
性
を
一
層
強
く
訴
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　
市
全
体
の
元
気
づ
く
り
の
た
め
に
は
、ま
ず
地
域
が
元
気
で
活
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
元
気
〝
ｅい
ー
〞
ま
ち
村
上
市
」
の
実
現
に
向
け
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
応
し
、特
色
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
地
域
の
皆
さ
ま
と
行
政
と
が
協
力
し
合
う
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
向
け
て
、
本
年
か
ら
そ
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
20
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
「
村
上
市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
い
て
行
政

改
革
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、平
成
23
年
度
に
は
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す

く
、利
用
し
や
す
い
市
役
所
と
な
る
よ
う
組
織
機
構
の
再
編
を
行
い
ま
す
。
地
方
分
権
社

会
に
対
応
す
べ
く
、今
後
も
職
員
一
丸
と
な
り
行
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
年
も
市
政
発
展
の
た
め
、
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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私
は
専
門
学
校
卒
業
後
、１
度
社
会
人
と
し
て
働
き

ま
し
た
が
、現
在
中
学
・
高
校
の
保
健
体
育
の
教
員
免

許
を
取
得
す
る
た
め
に
大
学
に
通
っ
て
い
ま
す
。今
年

は
更
に
勉
強
を
重
ね
て
教
員
採
用
試
験
に
合
格
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
か
ら
陸
上
競

技（
長
距
離
）を
続
け
て
い
ま
す
。大
学
駅
伝
や
イ
ン
カ

レ
で
昨
年
以
上
の
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
で
す
。

中澤　翔さん

（二之町）

昭和62年生まれ

　

山
北
に
嫁
い
で
12
年
。伝
統
・
伝
承
を
重
ん
じ
協
力

し
合
う
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。

　

３
度
目
の「
卯
」を
迎
え
る
今
年
は
、新
た
な
事
に
挑

戦
し
よ
う
と
現
在
思
案
中
で
す
。家
庭
で
も
職
場
で
も

頼
れ
る
存
在
で
あ
る
よ
う
に
、日

「々
努
力
と
感
謝
」を

忘
れ
ず
、一
年
無
事
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

板垣　佳子さん

（中継）

昭和50年生まれ

　

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
人
生
を
送
る
よ
り
、家
族
が
健
康

で
平
穏
な
日
々
が
あ
り
が
た
い
と
言
え
る
年
齢
に
な

り
ま
し
た
。思
え
ば
個
性
的
な
私
を
笑
っ
て
許
し
て
く

だ
さ
る
方
々
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
苦
手
な
こ
と
に

も
頑
張
っ
て
い
る
姿
。い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
支
え
ら
れ

励
ま
さ
れ
、
迷
惑
も
か
け
な
が
ら
暮
ら
せ
て
い
ま
す
。

感
謝
し
な
が
ら
こ
の
先
も
、皆
で
笑
っ
て
暮
ら
し
て
い

き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

小田　美幸さん

（猿沢）

平成38年生まれ

　

今
年
は
「
実
年
齢
よ
り
も
若
い
体
づ
く
り
」
を
目
標

に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
四
十
代
も
後
半
に
な
っ

て
、
最
近
特
に
体
力
、
筋
力
の
低
下
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
体
力
を
維
持
す
る
に
も
努
力
が
必
要
な
年
代
で

す
。
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
継
続
し
、
も
っ
と
動
け

る
体
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
肉
体

改
造
」
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、「
肉
体
改
良
」
の
年

に
し
ま
す
。

髙田　裕久さん

（坂町）

昭和38年生まれ

年男・年女

新年の抱負

年男・年女年男・年女年男・年女

新年の抱負新年の抱負新年の抱負

卯　年卯　年卯　年卯　年卯　年卯　年卯　年卯　年卯　年
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近
年
は
木
製
品
の
持
つ
温
も
り
が
見
直
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
木
工
業
を
営
む
私
は
、
う
れ
し
く
も
多
忙

な
年
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、還
暦
の
節
目
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、「
の
ん
び
り
で
き
る
時
間
を
作
り
た
い
な
」と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
家
業
を
ご
支
援
く
だ
さ
る
方
も
お

り
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

中島　朝子さん

（岩船三日市）

昭和26年生まれ

　

ぼ
く
は
、
野
球
が
大
好
き
で
、
１
年
生
か
ら
い
ま
ま

で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
練
習
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
最
後
の
年
な
の
で
、み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
練
習
を
し
て
、
地
区
大
会
を
勝
ち
あ
が
り
、

新
発
田
の
五
十
公
野
公
園
野
球
場
で
し
あ
い
を
し
た

い
で
す
。
来
年
は
中
学
生
な
の
で
、
野
球
だ
け
で
は
な

く
、勉
強
も
目
標
を
決
め
て
頑
張
り
ま
す
。

本間　竜太さん

（大沢）

平成11年生まれ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
で
36
歳
、
年
男
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
市

消
防
団
朝
日
方
面
隊
第
３
分
団
の
副
分
団
長
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。近
年
は
地
震
な
ど
の
災
害
が
多
く

発
生
し
て
い
る
の
で
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
考
え
の
下
、
責
任
あ
る
立
場
と
し

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

海沼　繁美さん

（関口）

昭和50年生まれ

　

今
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
る
と
失
敗
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
失
敗
を
糧
に
今
の
私
に
出
来
る

事
を
精
一
杯
に
取
り
組
み
、日
々
楽
し
く
笑
顔
で
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
年
は
、一
つ
一
つ
の
人
と
の
出
会
い
や
友
達
を
大

切
に
し
て
、社
会
人
と
し
て
も
し
っ
か
り
責
任
感
を
持

ち
、内
面
か
ら
美
し
く
成
長
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

山田　泰代さん

（坂町）

昭和62年生まれ

　

還
暦
と
定
年
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

友
人
や
知
人
は
、心
境
は
い
か
が
と
私
に
尋
ね
ま
す
。

　

少
し
の
快
い
疲
れ
は
感
じ
て
い
る
も
の
の
、ま
だ
正

直
な
言
葉
が
見
つ
か
ら
ず
に
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
は
、
体
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
長
年
の
夢

だ
っ
た「
晴
耕
雨
読
」を
楽
し
み
、こ
れ
か
ら
の
自
分
の

「
立
ち
位
置
」
を
し
っ
か
り
と
見
定
め
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

佐藤　耕太郎さん

（桃川）

昭和26年生まれ

　

今
年
は
、６
年
生
に
な
り
ま
す
。

　

小
学
校
最
後
の
一
年
に
な
る
の
で
、今
ま
で
の
消
極

的
な
自
分
で
は
な
く
、積
極
的
に
何
事
も
自
信
を
持
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
修
学
旅
行
が
あ
る
の
で
、友
達
と
楽
し
い
思

い
出
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
を
、今
か
ら
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

磯部　里紗さん

（九日市）

平成11年生まれ
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　市は、これまで旧村上市の都市計画区域のうち、主に用途地域に課税されている都市計画税を平成23年度

から課税しないこととしました。

　この都市計画税は、普通税（市民税などのように使用目的が決められておらず、広く利用できる税金）と

異なり、目的税（街路事業や公園、下水道などの社会基盤を整備することを目的に、特に定められた区域に

課税できる税金）であり、市内では旧村上市のみで課税してきたものです。

　そして、平成20年４月の市町村合併の際に、「合併後３年間は合併前の課税状況のままとし、平成23年度

以降の課税の在り方については、今後検討していく」こととしていました。

　昨年度からの検討の結果、今後これまでの課税方法を継続していくことは不公平を生じるため、廃止する

ことが妥当との結論となりました。

　そして、市議会12月定例会に平成23年度から廃止することを内容とした「村上市都市計画税条例を廃止す

る条例制定について」を提案し、12月17日に可決され、正式に廃止が決定したものです。

■現在の課税区域

●問い合わせ　税務課資産税係　☎53－2111（内線226）

平成23年度から
都市計画税を廃止します

　　

都市計画税の課税区域

　旧村上市の国道７号以西の区域で、門前川およ

び三面川の左岸ならびに合併以前の旧神林村と

の境界の中の地域内にある土地および家屋に課

税されています。

　ただし、下記の農地や森林は除外されています。

① 農業振興地域の整備に関する法律（昭和44年法

律第58号）第8条の規定により定められた農用

地区域

② 森林法（昭和26年法律第249号）第5条の規定に

定められた地域

③森林計画による森林区域

課税区域

門前川
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　春の訪れとともに開催される「第25回笹川流れマラソン大会」を次のとおり開催します。
　同大会事務局では、大会への参加者と大会を支えてくれるボランティアを募集しています。
マラソン大会
　と　　き ４月３日㈰
　コ ー ス 国道345号　桑川～寒川
　種　　目 ３㎞（小・中学生）、10㎞、ハーフ
　参加資格 小学４年生以上で完走可能な人
　参 加 費 小・中学生　1,000円、高校生　1,500円、一般　3,000円
　申込期限 ２月18日㈮
　そ の 他  当日は午前９時から午後０時30分まで、国道345号の浜新保

集落から寒川集落間が、車両全面通行止めとなります。皆さ
んのご協力をお願いします。

ボランティアの募集
　選手の皆さんを心から歓迎し、選手とともに思い出に残る一日にしません
か。
　前日までのボランティア
　　大会全般の企画・運営・看板の作成設置など
　　国道345号沿線のクリーン作戦【３月20日㈰、予備日３月27日㈰】
　当日のボランティア
　　選手の受付・給水所・コースの監察・駐車場の誘導・カメラ撮影・ゴール後の選手誘導など
　申込期限　１月31日㈪
●問い合わせおよび申し込み 　笹川流れマラソン大会事務局（山北総合体育館内）　☎77－2828

第25回笹川流れマラソン大会の参加者と
ボランティアを募集します

　12月12日㈰、教育情報センターで子育てに関する講演会を開催しました。

　現在よく聞く言葉の「イクメン」。これは、子育てに対して主体的に関わ

り、育児や家事をこなすパパのことをいいます。

　講演会では、講師でファザーリングジャパン代表の安藤さんが、父親も母

親と同様に育児や家事をしていくこと、仕事と家庭における豊かな人生バラ

ンスを保つことの大切さを伝えていました。

　日本はまだ役割分業（女性は子育て、男性は仕事）の意識が強く、男性が

育児休暇を取得しやすい環境には整っていない状況です。社会構想や経済状

況、ライフスタイルの変化から子どもを産み育てることが難しくなった現在。

女性は、次のような不安や悩みがあるといいます。

●女性が子どもを産む４つの不安

・仕事と育児の両立

・今の社会環境では安心して産めない

・自分の時間がない

・母親ということのプレッシャー

●専業ママの悩みベスト４

　１位　夫のこと（育児の無関心や浮気、暴力など）

　２位　自分のこと（自己喪失。心理的な危機状況に陥る）

　３位　姑との関係

　４位　近所の、子どもを持つお母さん同士の友達との関係

　これらを解決するためにも、男性の協力が必要です。

　講演会に参加した齋藤さん夫妻は「おじいちゃんも子育てを手伝ってくれるけど、やはり一番の心の

支えは夫」、「料理などの家事をしていますが、子育ての参考になればと参加しました。いつも、妻や子

どもに笑顔を見せられるようにしたい」と話してくれました。

村上市男女共同参画講演会

「パパだって楽しんで子育て！」

今まで育児について、悩み
を抱えるたくさんの母親を
見てきたという安藤さん
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新しい公共交通体系づくりを段階的に進めます
　市では、鉄道や路線バスを公共

交通体系の軸として、タクシーな

ど地域にある交通資源を活用し、

移動手段を確保していきたいと

考えています。

　平成23年の秋から実施する

実証運行の取り組みにより、持

続可能な公共交通の土台づく

りを進め、高齢者や高校生など

の日常生活の移動手段確保の

ための、公共交通体系づくりを

段階的に取り組みます。

　市では、これまで市民アンケート調査や公共交通利用実態調査などを実施し、新たな公共交通について村

上市地域公共交通活性化協議会で議論を行い、「村上市地域公共交通総合連携計画」を策定しています。

　今回は、現在の策定状況と計画の方向性についてお知らせします。

村上市地域公共交通総合連携計画とは
　長期的に持続可能な公共交通を実現していくことを目的に関係者が

連携し、公共交通の活性化と再生を推進するための計画です。

　市全域を対象とし、10年間の計画期間の中で「市民・交通事業者・

行政が協働でつくり育てる公共交通」を基本方針に掲げて「今よりも

使いやすい」、「効率的で無駄の少ない」、「地域活性化につながる」公

共交通の実現を目指します。

平成26〜 32年度（第２段階）
◎第１段階の成果を検証
・本格運行に移行できるものは移行
・ より効果的で効率的な運行手法を引き続き

検証、改善

平成23・24・25年度（第１段階）
◎実証運行などの事業実施
・路線バスの運行改善
・地域に適した運行手法の導入
・分かりやすい情報提供　など

平成22年度
◎村上市地域公共交通総合連携計画の策定
・目標、方針の設定
・施策、事業の検討
・計画案に対する意見公募の実施

平成21年度
◎公共交通の現状分析、課題把握、整理
・高齢者および高校生アンケート調査の実施
・モデル地区における住民懇談会の開催

協議会の様子

協議会による
市内現地視察の様子

もっと身近に、もっと便利に

実態調査の様子
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●問い合わせ　政策推進課自治振興室公共交通係　☎53－2111（内線336）

　自家用車の普及や少子高齢化などにより、市内の路線バスなどの公共交通利用者は減少しています。現

在の利用者の大半は、自家用車を持たないか、運転できない高齢者や学生です。

　公共交通の維持には市民の皆さんの利用が不可欠です。今、車を運転できる人にとっても、公共交通

は将来的には決して他人事ではない問題ですので、これからは、積極的に公共交通を利用していただき、

村上市に適した公共交通の姿を一緒に考えていきましょう。

　今後、住民懇談会などを開催しますので、ぜひ参加して、ご意見をお寄せください。

▽路線バスの運行改善

　現在のサービス水準を維持し、ニーズに見合った運行の改善、利便向上を図ります。

　・ まちなか循環バスの運行（村上地区）

　　 　村上地区の市街地では、小型の車両を使用して、これまで運行が困難だった場所にも運行し、市

街地内における移動手段を提供し、通院や買い物に利用できるバスを運行します。

　・馬下線の桑川方面への延伸運行（村上地区）

　　　公共交通の不便地域の解消を目的に、現在馬下まで運行しているバスを延伸して運行します。

▽新たな公共交通（デマンド型交通）の導入

　公共交通空白地域、不便地域の解消を目的に、「荒川地区」・「神林地区」・「山北地区」から実施します。

　 運行方法は、地形条件、集落の分布状況を考慮し、起点と終点を結ぶ路線型の運行や、起点と終点を

定めないエリア型の運行を検証し、他の地区への導入について検討します。

▽実証運行の開始時期

　計画している実証運行は、必要な手続きを経て平成23年秋（10月）からの運行を予定しています。

【第１段階の取り組み　その２】

▽新たな公共交通（デマンド型交通）の導入
　デマンド型交通とは、設定された運行時間に利用者から予約

が入ったときのみに乗り合いで運行する交通手段です。

　乗降ポイント（停留所）をきめ細かに設定することで利便性

の高い運行ができますが、乗り合う人数などによって目的地へ

の到着時間にバラツキがでます。

【第１段階の取り組み　その１】

▽路線バスの運行見直し
　現在の路線バスは、合併前からの運行形態を引き継いでいるた

め、サービス水準に格差があります。

　地域の皆さんの意見を聞きながら、ニーズに見合った運行の改

善、新たな料金制度などについて検討し、利便向上を図ります。

　また、低利用の路線は、利用状況や通学利用の実態を考慮して

減便や廃止を行います。

デマンド型交通の運行イメージ

①

②

③

④

乗り合いで目的地へ

新しい公共交通づくりには皆さんの利用が欠かせません

平成23年の秋から実証運行をスタート予定
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市
で
は
「
村
上
市
総
合
計
画
」
や
「
行

政
改
革
大
綱
」
な
ど
の
各
種
計
画
を
定
め
、

そ
の
年
次
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

行
政
評
価
と
は
、
各
種
事
業
に
つ
い
て

「
計
画
ど
お
り
行
わ
れ
て
い
る
か
」、「
ど
れ

だ
け
の
効
果
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

経
費
の
削
減
等
）
が
あ
っ
た
か
」
な
ど
を

評
価
し
、
事
業
の
取
り
組
み
が
う
ま
く

い
っ
た
場
合
で
も
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
そ
の
原
因
や
課
題
を
検
証

す
る
こ
と
で
、
次
年
度
以
降
に
よ
り
良
い

事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
改
善
（
変
更
・

行
政
評
価
と
は

行
政
評
価
と
は

拡
充
・
廃
止
な
ど
）
を
し
て
い
く
も
の
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
行
政
は
各
種
計
画
を
策
定

し
、
そ
れ
を
実
行
し
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
作
っ
た
計
画
の
見
直
し
や
事
業
を

行
っ
た
こ
と
で
、
ど
れ
だ
け
の
効
果
が

あ
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
な
ど
が
不

足
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
せ
っ
か
く
検
証
を
行
っ
た
も
の

で
も
、
問
題
点
や
課
題
を
整
理
し
、
次
の

事
業
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く

な
ぜ
今
、行
政
評
価
な
の
か

な
ぜ
今
、行
政
評
価
な
の
か

伝
え
て
い
く
部
分
も
不
足
し
て
い
ま
し

た
。

　

現
在
進
め
て
い
る
計
画
の
多
く
は
新
市

に
な
っ
て
か
ら
策
定
し
た
も
の
で
す
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
旧
市
町
村
ご
と
の
取
り

組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
事
業
実
施
に
お
い
て
計

画
し
た
段
階
で
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
な
課
題
や
問
題
点
も
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
事
業
を
見
直
し
、
検
証
を
行
っ
た
上

で
、
よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
け
る
よ
う
、
柔
軟
で
実
効
性
の
あ
る
行

政
評
価
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
と
は
、
簡
素
に

し
て
効
率
的
な
市
政
の
実
現
に
関
す
る
事

項
を
調
査
お
よ
び
審
議
す
る
目
的
で
設
置

さ
れ
た
民
間
の
有
識
者
10
人
で
構
成
す
る

委
員
会
で
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
「
行
政
改
革
大
綱
」
策

定
の
た
め
に
審
議
・
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
こ
の
「
行
政

評
価
」
と
し
て
実
施
し
た
行
政
内
部
評
価

と
村
上
市
に
お
け
る
行
政
外
部
評
価
の
在

り
方
の
２
項
目
に
つ
い
て
、
審
議
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

行
政
改
革
推
進
委
員
会

行
政
改
革
推
進
委
員
会─　会議の様子　─

（第１回委員会）
─　会議の様子　─
（第１回委員会）

行
政
評
価
制
度
の
早
期
確
立
を

〜 

行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
市
へ
答
申 

〜

　

市
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
確
か
な
基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
「
行
政
改
革
大
綱　

前
期
実
施
計
画
」
お
よ
び
「
職
員
定
員
適
正
化
計
画
」
や
「
施
設
見
直
し

計
画
」
な
ど
の
各
種
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
数
の
削
減
や
補
助
金
の
公
表
、
指
定
管
理
者
制
度
の
推
進
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
に
審
議
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
平

成
22
年
度
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
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審
議
内
容

「
村
上
市
行
政
改
革
大
綱
前
期
実
施
計

画
の
平
成
21
年
度
取
り
組
み
に
対
す
る

意
見
に
つ
い
て
」

　

今
年
度
か
ら
市
で
は
、
昨
年
度
定
め
た

「
行
財
政
改
革
大
綱
前
期
実
施
計
画
」
に
基

づ
い
て
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
対

す
る
内
部
評
価
を
行
い
、
そ
れ
を
公
表
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
平
成
21
年
度
の
取
り
組
み
に

対
す
る
行
政
内
部
評
価
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
に
つ
い
て
外
部
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
。

委
員
会
意
見（
抜
粋
）

　

市
と
し
て
目
標
に
対
す
る
事
業
の
自
己

評
価
を
行
っ
た
こ
と
は
、
行
政
改
革
の
一

環
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
各
項
目
に
お
い
て
計

画
ど
お
り
進
め
ら
れ
た
も
の
や
、
逆
に
、

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
も
の
、
実
施
に

い
た
ら
な
か
っ
た
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
市
と
し
て
評
価
決
定
し
た
理
由
付

け
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

よ
り
詳
細
に
評
価
の
過
程
が
分
か
る
よ
う

に
内
部
評
価
の
基
準
を
見
直
し
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、「
評
価
の
た
め
の
評

価
」
で
な
く
、
評
価
し
た
こ
と
が
ど
う
生

か
さ
れ
て
い
く
の
か
を
自
覚
し
た
評
価
と

な
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
、

更
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

「
村
上
市
に
お
け
る
行
政
外
部
評
価
の

在
り
方
に
つ
い
て
」

　

こ
れ
か
ら
は
行
政
内
部
だ
け
で
評
価
を

す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
や
外
部
の
有
識

者
が
行
政
の
事
業
を
評
価
し
て
い
く
「
行

政
外
部
評
価
」
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

委
員
会
意
見（
抜
粋
）

　

行
政
外
部
評
価
は
、
市
民
の
満
足
度
向

上
や
行
政
経
営
の
効
率
化
を
高
め
る
た
め

に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
「
外
部
評
価
委
員
会
（
仮

称
）」
の
設
置
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
評
価
を
生
か
し
て
改
善
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
実

行
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
ま
す
の

で
、
評
価
制
度
構
築
の
際
に
は
、
市
民
の

声
を
い
ち
早
く
反
映
で
き
る
制
度
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
評
価
を
改
善
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
職
員
個
々
の
意

識
改
革
が
不
可
欠
で
す
の
で
、
評
価
そ
の

も
の
が
目
的
と
な
り
形
骸
化
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
何
の
た
め
に
評
価
を
行
う
の

か
と
い
う
こ
と
を
行
政
内
部
で
改
め
て
議

論
し
、
市
民
に
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。

ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
に
、
行
政
改
革
推
進
委
員

会
か
ら
は
行
政
内
部
評
価
お
よ
び
外
部
評

価
に
つ
い
て
、「
必
要
性
は
十
分
に
認
め
る

が
、
現
在
の
村
上
市
に
お
い
て
は
、
そ
の

仕
組
み
や
職
員
の
意
識
改
革
が
ま
だ
ま
だ

不
足
し
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
行
政
内
部

で
評
価
制
度
に
つ
い
て
改
め
て
議
論
し
、

評
価
の
基
準
や
仕
組
み
を
明
確
に
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

─　忠会長から市長へ答申　─
（第５回委員会）

─　忠会長から市長へ答申　─
（第５回委員会）

　

市
で
は
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
真し
ん

摯し

に

受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
評
価
の
基
準
や
仕

組
み
づ
く
り
を
行
い
、
そ
の
制
度
設
計
の

進
捗
状
況
を
来
年
度
の
行
政
改
革
推
進
委

員
会
に
示
し
、
行
財
政
改
革
の
平
成
22
年

度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
諮
問
を
行
う
予

定
で
す
。

※ 

答
申
文
以
外
の
ご
意
見
や
会
議
資
料
、

会
議
要
約
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
す
べ
て
閲
覧
で
き
ま
す
。
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
左
下
の
「
村
上
市
行
財
政
改

革
」（
青
い
バ
ナ
ー
）
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い

　

●
問
い
合
わ
せ

　
　

政
策
推
進
課
行
政
改
革
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
３
４
）

市
の
取
り
組
み

市
の
取
り
組
み
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市・県民税、所得税の申告相談会を開催します

★相談日および会場 ※当日は税理士、税務署職員、市役所職員が受け付けます

と　き ところ 時　　　間 対　　　象

2月１日㈫

～

2月３日㈭

市役所本庁舎

４階

大会議室

午前９時

～11時30分

午後１時～４時

１．年末調整が済んでいない人の還付申告

２．公的年金などの所得に係る還付申告

３．医療費控除の還付申告

４．住宅借入金等特別控除の還付申告

※ 平成22年分の所得税の確定申告期間は、２月16日㈬～３月15日㈫ですが、確定申告をすることにより所得

税が戻ってくる申告（還付申告）は、１月から行うことができます。詳しくは、税務署にお問い合わせく

ださい

●協力団体　　関東信越税理士会　村上支部

●問い合わせ　村上税務署個人課税部門　☎53－3143
　　　　　　　税務課市民税係　☎53－2111（内線221、222）または各支所市民生活課税務係　まで

来庁者の皆さんへのお願い　～インフルエンザへの対応について～

　インフルエンザの流行が心配されます。来庁される場合は、手洗い、うがいの励行やマスクの着用など感

染の防止にご協力ください。

　なお、職員が感染防止などのためにマスクを着用している場合がありますので、ご容赦願います。

「確定申告用納入済額のお知らせ」を郵送します
　国民健康保険税および介護保険料、後期高齢者医療保険料は、税の社会保険料控除の対象になりま

す。１月20日ころに控除可能額をまとめた「確定申告用納入済額のお知らせ」を郵送しますので、申告

の際は、この「お知らせ」を持参してください。また、特別徴収分（年金からの天引き）は、年金の源

泉徴収票にも記載されていますので、二重に計算しないようご注意ください。

　詳しくは、税務課保険税係　☎53－2111（内線223、224）までお尋ねください。

　所得税の確定申告期間中

は大変込み合いますので、還

付申告は、待ち時間の少な

い、この相談会をご利用くだ

さい。

■還付申告相談会
　この相談会では、所得税の還付申告のほかに、収入が遺族年金や

障害年金のみの人、無職・学生・扶養されているなどで収入がない

人、給与や年金収入のみで所得税が課税されない人の「市・県民税

申告書」も受け付けます。

　無収入であっても、住宅や子どもの学校・幼稚園の関係で所得証

明書が必要になる人は、「市・県民税申告書」の提出をお願いしま

す。（未提出の場合は、証明発行までに時間を要する場合がありま

すので、この機会に申告をお勧めします）
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市・県民税・所得税の申告相談会を開催します

■申告相談会（村上地区）
☆市役所と税務署の申告相談

　２月16日㈬〜３月15日㈫※土・日曜日を除く

◆市・県民税の申告　本庁舎４階大会議室

　午前８時45分〜11時30分、午後１時〜４時

　※六斎市の日（２と７の付く日）は、駐車場が混雑します

◆所得税の確定申告　村上税務署１階会議室

　午前９時〜午後４時

☆事前申告相談の日程　※住民税申告と所得税還付申告を受け付けます

と　　き 地区（集落） 時　　　間 会　　　場

２月４日㈮〜

15日㈫※平日のみ
全地区

午前９時〜 11時30分

午後１時〜３時30分
市役所本庁舎４階　大会議室

２月７日㈪・８日㈫ 岩船地区
午前９時〜 11時30分

午後１時〜３時30分
村上地区公民館　岩船分館

２月９日㈬ 上海府地区
午前９時〜 11時30分

午後１時〜３時30分
村上地区公民館　上海府分館

☆巡回申告相談の日程　※可能な人は、事前申告相談と市役所での相談をご利用ください

と　　き 地区（集落） 時　　　間 会　　　場

２月22日㈫

〜25日㈮
岩船地区

午前９時〜 11時30分

午後１時〜４時　　
村上地区公民館　岩船分館

３月１日㈫
間島 午前９時〜 11時30分 間島集落開発センター

柏尾 午後１時〜４時　　 柏尾集落開発センター

３月２日㈬ 吉浦
午前９時〜 11時30分

午後１時〜３時　　
吉浦集落開発センター

３月３日㈭
岩ヶ崎、大月 午前９時〜 11時30分 大月地区生活改善センター

早川 午後１時〜４時　　 早川集落ふれあいセンター

３月４日㈮
野潟 午前９時〜 11時30分 野潟集落ふれあいセンター

馬下 午後１時〜４時　　 馬下集落ふれあいセンター

・申告相談会を利用する人へのお願い

　会場の混雑を解消し、待ち時間が短くなるよう、あらかじめ計算などを済ませてご来場ください。なお、

未整理の場合は、申告相談前にご自分で領収書などの計算を行っていただく場合がありますので、電卓と

ボールペンを持参してください。

　・医療費控除を受ける人　⇒　支払先ごとに領収書の合計額を計算しておく

　・事業収入（営業や農業など）がある人

　　⇒　収入と経費（領収書）を整理して、項目ごとに計算しておく

　　※農業収入は、各自で「収支計算書」を作成することになっていますので、ご協力をお願いします

受け付けは先着順です

　申告会場に到着したら、番号札を取っ

てお待ちください。

　なお、事前に送付する「市・県民税申

告書」には、受付予定日と午前か午後が

記入してありますが、混雑を緩和するた

めのものですので、あくまで受け付けの

目安とご理解ください。
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と　き 午　　前 午　　後 と　き 午　　前 午　　後

２月16日㈬ 花立 貝附 ３月１日㈫ 荒屋 名割・中野

２月17日㈭ 荒島
（１組〜６組）

荒島
（７組以降） ３月２日㈬ 海老江

（１組〜５組）
海老江

（６組以降）

２月18日㈮ 梨木 春木山 ３月３日㈭ 中倉・両新 金屋（上組）

２月21日㈪ 上鍜冶屋・下鍜冶屋
（５組まで）

下鍜冶屋
（６組以降） ３月４日㈮ 金屋

（中組･馬場１組）
金屋

（下組･馬場２組以降）

２月22日㈫ 佐々木・荒屋 野口・大津 ３月７日㈪ 坂町
（１組〜13組・田屋）

坂町
（14組以降）

２月23日㈬ 金屋 鳥屋・中倉
長政・両新 ３月８日㈫ 佐々木

（１組〜６組）
佐々木

（７組以降）

２月24日㈭ 名割・海老江 荒川松山・羽ヶ榎 ３月９日㈬ 鳥屋 野口・長政

２月25日㈮ 藤沢・坂町駅前
山口・中野 坂町・前坪団地 ３月10日㈭ 大津

（１組〜８組）
大津

（９組以降）

２月28日㈪
上鍜冶屋・下鍜冶屋
梨木･切田
十文字

貝附・花立・荒島
春木山・田島 ３月11日㈮ 山口 坂町駅前

前坪団地

※ 荒川松山（24日午後）、田島（28日午後）は、農業以外
の人も対象になります

３月14日㈪ 切田 十文字・坂町住宅

３月15日㈫ 藤沢・羽ヶ榎
堤下団地 大工・左官業など

☆荒川支所事前申告のご案内
　２月８日㈫〜10日㈭は、荒川支所２階会議室で住民税の事前申告を行います。

　対象者は、荒川地区にお住まいで次の事項に該当する人です。（集落の指定日はありません）

　　①収入が、遺族年金や障害年金のみの人

　　②無職、学生、扶養されている人などで収入のない人

　　③給与収入や年金収入のみで所得税が課税されない人

　　※ ①、②の人の申告書は、２月１日以降であれば荒川支所市民生活課税務係の窓口でお預かりします。

ただし、市・県民税申告書の控えが必要な人は、申告会場で申告してください

☆市役所（本庁舎）と税務署の申告相談
　次の期間中、随時に申告相談を受け付けています。どなたでもご利用になれます。

　２月16日㈬〜３月15日㈫　※土・日曜日を除く

◆市・県民税の申告　本庁舎４階大会議室、午前８時45分〜11時30分、午後１時〜４時

　　　　　　　　　　※六斎市の日（２と７の付く日）は、駐車場が混雑します

◆所得税の確定申告　村上税務署１階会議室、午前９時〜午後４時

■申告相談会（荒川地区）
　・ところ　荒川支所２階　会議室

　・時　間　午前９時〜11時、午後１時〜４時

　・集落指定日　下表のとおり

　　 （都合により、やむを得ず指定日に申告ができ

ない人は、期間中の都合のよい日に申告してく

ださい）

整理番号札の配布

　申告日の午前８時20分より、会場（２

階会議室）入り口に設置します。

　なお、午前中の受付（混雑）状況によ

り、午前の受付時間内に入場、または来

庁された人であっても、午後からの申告

受付とさせていただく場合があります。
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と　き 午　　前 午　　後 と　き 午　　前 午　　後

２月16日㈬ 指合 指合・南大平 ３月２日㈬ 牧目 牧目・岩船駅前

２月17日㈭ 殿岡 小出 ３月３日㈭ 今宿・新飯田 大塚・小口川

２月18日㈮ 桃川 桃川・河内 ３月４日㈮ 松喜和・潟端 九日市・高御堂

２月21日㈪ 上助渕 上助渕・山屋 ３月７日㈪ 小岩内 川部・湯ノ沢

２月22日㈫ 下助渕 下助渕・里本庄 ３月８日㈫ 平林 平林・葛篭山

２月23日㈬ 有明 ３月９日㈬ 宿田

２月24日㈭ 七湊 七湊・志田平 ３月10日㈭ 牛屋

２月25日㈮ 松沢・岩野沢 松沢 ３月11日㈮ 福田 福田・北新保

２月28日㈪ 山田 山田・飯岡 ３月14日㈪ 塩谷（１〜５
区）・長松

塩谷（６〜８
区）・赤松

３月１日㈫ 南田中 ３月15日㈫ 上記期間中に申告しなかった人

・申告相談会を利用する人へのお願い

　会場の混雑を解消し、待ち時間を少なくするため、あらかじめ計算などを済ませておいでください。未整

理の場合は、申告相談前にご自分で領収書などの計算を行っていただく場合がありますので、電卓とボール

ペンを持参してください。

　・医療費控除を受ける人　⇒　支払先ごとに領収書の合計額を計算しておく

　・事業収入（営業や農業など）がある人

　　⇒　収入と経費（領収書）を整理して、項目ごとに計算しておく

　　※農業収入は、各自で「収支計算書」を作成することになっていますので、ご協力をお願いします

☆神林支所事前申告のご案内
　２月１日〜２月15日（土・日曜日、祝日を除く）の間、神林支所保健センターの１階で、住民税申告書と

所得税還付申告書を受け付けます。（集落の指定日はありません）

　申告相談期間中の混雑を緩和するために、ぜひ事前申告をご利用ください。

☆市役所（本庁舎）と税務署の申告相談
　次の期間中、随時に申告相談を受け付けています。どなたでもご利用になれます。

　２月16日㈬〜３月15日㈫　※土・日曜日を除く

◆市・県民税の申告　本庁舎４階大会議室、午前８時45分〜11時30分、午後１時〜４時

　　　　　　　　　　※六斎市の日（２と７の付く日）は、駐車場が混雑します

◆所得税の確定申告　村上税務署１階会議室、午前９時〜午後４時

■申告相談会（神林地区）
　・ところ　神林支所保健センター１階

　・時　間　午前９時〜11時30分、午後１時〜４時

　・集落指定日　下表のとおり

　　 （都合により、やむを得ず指定日に申告ができない人は、期間中の都合のよい日か、最終日の３月15日

㈫に申告してください）
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■申告相談会（朝日地区）
　・ところ　朝日支所２階　第１会議室

　・時　間　午前９時〜11時30分、午後１時〜４時

　・集落指定日　下表のとおり

　 　（都合により、やむを得ず指定日に申告ができない人は、期間中の都合のよい日に申告してください）

と　き 午　　前 午　　後 と　き 午　　前 午　　後

２月16日㈬ 高根 ３月２日㈬ 松岡
早稲田 早稲田

２月17日㈭ 朝日中野
関口 関口 ３月３日㈭ 大須戸

２月18日㈮ 北大平
中原 中原 ３月４日㈮ 蒲萄 古渡路

２月21日㈪ 薦川
岩沢 岩沢 ３月７日㈪ あけぼの

大場沢 大場沢

２月22日㈫ 黒田 寺尾･宮ノ下
下中島 ３月８日㈫ 十川

小川 小川

２月23日㈬ 鵜渡路 上野 ３月９日㈬ 下新保

２月24日㈭ 猿沢 ３月10日㈭ 笹平
瑞雲・釜杭

小揚
熊登

２月25日㈮ 川端
板屋越 板屋越 ３月11日㈮ 岩崩

茎太
千縄
中新保・堀野

２月28日㈪ 檜原 原小須戸・本小須戸
荒沢 ３月14日㈪ 新屋 石住

上中島

３月１日㈫ 塩野町 ３月15日㈫ 猿田
布部 布部

※青色申告と消費税申告は、市役所では受け付けませんので、税務署で申告してください

・申告相談会を利用する人へお願い

　会場の混雑を解消し、待ち時間が短くできるよう、あらかじめ計算などを済ませてご来場ください。なお、

未整理の場合は、申告相談前にご自分で領収書などの計算を行っていただく場合がありますので、電卓と

ボールペンを持参してください。

　・医療費控除を受ける人　⇒　支払先ごとに領収書の合計額を計算しておく

　・事業収入（営業や農業など）がある人

　　　　　　　　　　　　　⇒　収入と経費（領収書）を整理して、項目ごとに計算しておく

　　※農業収入は、各自で「収支計算書」を作成することになっていますので、ご協力をお願いします

☆朝日支所事前申告のご案内
　２月１日〜２月15日（土・日曜日、祝日を除く）の間、朝日支所２階の第１会議室で、住民税申告書と所

得税還付申告書を受け付けます。（集落の指定日はありません）

　申告相談期間中の混雑を緩和するために、ぜひ事前申告をご利用ください。

☆市役所（本庁舎）と税務署の申告相談
　次の期間中、随時に申告相談を受け付けています。どなたでもご利用になれます。

　２月16日㈬〜３月15日㈫　※土・日曜日を除く

◆市・県民税の申告　本庁舎４階大会議室、午前８時45分〜11時30分、午後１時〜４時

　　　　　　　　　　※六斎市の日（２と７の付く日）は、駐車場が混雑します

◆所得税の確定申告　村上税務署１階会議室、午前９時〜午後４時
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■申告相談会（山北地区）
　◆対象集落および会場（事前受付）　　　農業申告、住民税申告、所得税還付申告の人が対象

　※会場は、「山北支所分館１階会議室」です（昨年と会場が変わりましたので、ご注意ください）

と　　き 時　　間 対　象　集　落 と　　き 時　　間 対　象　集　落

2月２日㈬
９:00〜11:30 浜新保･桑川

２月９日㈬

９:00〜11:30 勝木

13:30〜16:00 立島･長坂･遠矢崎･板屋沢･垣之内
北赤谷･下大鳥･北田中･上大鳥

13:30〜16:00 今川･板貝･笹川

２月３日㈭
９:00〜11:30 寒川･芦谷

13:30〜16:00 脇川･越沢
２月10日㈭

９:00〜11:30 小俣･大代･雷･山熊田

２月４日㈮
９:00〜11:30 北黒川･荒川･中津原 13:30〜16:00 中継

13:30〜16:00 北中

２月14日㈪

９:00〜11:30 岩崎･中浜･伊呉野･堀ノ内

２月７日㈪
９:00〜11:30 大沢･大毎（１〜４組）

13:30〜16:00 温出･大谷沢･塔下･杉平･遅郷･岩石
荒川口･朴平13:30〜16:00 大毎（５〜12組）

２月８日㈫
９:00〜11:30 鵜泊･寝屋

２月15日㈫
９:00〜11:30 府屋学校町･府屋本町

13:30〜16:00 碁石･間瀬･下大蔵 13:30〜16:00 府屋浜町･府屋駅前通

◆対象集落および会場　　　　すべての申告の人が対象です

と　　き 時　　間 対　象　集　落 会　　場 と　　き 時　　間 対　象　集　落 会　　場

２月16日㈬
９:30〜11:30 桑川･笹川 桑川生活改善

センター ２月25日㈮

９:00〜11:30 府屋学校町

山北支所分館
１階会議室

13:00〜15:30 浜新保･板貝･今川 13:30〜16:00 府屋本町

２月17日㈭
９:30〜11:30 寒川･芦谷 寒川生活改善

センター

17:30〜19:30 全集落

13:00〜15:30 脇川･越沢
２月27日㈰

９:00〜11:30
全集落

２月18日㈮

９:30〜11:00 山熊田･中継 中継公民館 13:30〜16:00

13:30〜15:30 小俣･大代･雷
小俣集落セン

ター ２月28日㈪
９:00〜11:30 府屋浜町

２月21日㈪

９:30〜11:30 大沢･大毎
北中生活改善

センター

13:30〜16:00 府屋駅前通

13:00〜14:00 荒川･中津原
３月１日㈫

９:00〜11:30
下海府地区の全集落

14:00〜16:00 北中･北黒川 13:30〜16:00

２月22日㈫

９:30〜11:30 碁石･間瀬･北赤谷
下大鳥･北田中･上大鳥

勝木ゆり花会
館講堂

３月２日㈬
９:00〜11:30

黒川俣地区の全集落
13:30〜16:00

13:00〜15:00 下大蔵･立島･長坂
遠矢崎･板屋沢･垣之内

３月３日㈭
９:00〜11:30

中俣地区の全集落
13:30〜16:00

２月23日㈬
９:30〜11:30 鵜泊･寝屋

３月４日㈮
９:00〜11:30

八幡地区の全集落
13:00〜15:00 勝木 13:30〜16:00

２月24日㈭

９:00〜11:30 岩崎･中浜･伊呉野
堀ノ内

山北支所分館
１階会議室

３月７日㈪
９:00〜11:30

大川谷地区の全集落
13:30〜16:00

13:30〜16:00
温出･大谷沢･塔下
杉平･遅郷、岩石
荒川口･朴平

３月８日㈫〜15日㈫

※土・日曜
日を除く

９:00〜11:30
全集落

13:30〜16:00

※ 出張申告期間中（２月16日〜23日）は、山北支所市民生活課税務係へおいでいただいても申告受付はでき

ませんので、あらかじめご了承ください

☆市役所（本庁舎）と税務署の申告相談
　次の期間中、随時に申告相談を受け付けています。どなたでもご利用になれます。

　２月16日㈬〜３月15日㈫　※土・日曜日を除く

◆市・県民税の申告　本庁舎４階大会議室、午前８時45分〜11時30分、午後１時〜４時

　　　　　　　　　　※六斎市の日（２と７の付く日）は、駐車場が混雑します

◆所得税の確定申告　村上税務署１階会議室、午前９時〜午後４時
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★医療費控除について（控除を受けるためには、領収書が必要です。）
　医療費控除とは、自分や自分と生計が同じ親族の病気やけがなどで医療費を支払ったときに、次の計算式

で計算した金額を所得から差し引くことができるという控除です。

１月から12月まで
に支払った医療費 －

保険金などから補てんされる
金額（高額療養費、高額介護サー
ビス費、入院給付金など）

－
10万円
（所得金額が200万円未満の場合

は、所得の５％の金額）
＝ 医療費控除額

（200万円限度）

●対象になるもの

　 　医師・歯科医師による治療代・診療代、治療・療養のための医薬品の購入費、治療のためのはり師など

による施術、治療・診療を受けるために直接必要な通院費用・入院部屋代・松葉づえ代など

■介護保険サービス（施設サービス）を受けている場合

施　　設　　名 医療費控除の対象金額の計算方法 対象とならないもの

特別養護老人ホーム （介護保険自己負担額＋食費＋居住費）×２分の１
・日常生活費
　　日用品費
　　教育娯楽費
　　洗濯代
　　理容代
　　おやつ代
　　おこづかいなど
・特別なサービス費用

（介護老人福祉施設：いわくすの里、さつき園、羽衣園、ゆり花園、たかつぼ、垂水の里など）

老人保健施設 介護保険自己負担額＋食費＋居住費

（介護老人保健施設：三面の里、杏園、優和の里、関川愛広苑など）

介護療養型医療施設 介護保険自己負担額＋食費＋居住費

（療養型病床群など：肴町病院、村上記念病院、山北徳洲会病院など）

　※室料差額は、診療を受けるためにやむを得ず支払うものだけが、医療費の対象となります

■介護保険サービス（居宅サービス）を受けている場合

単独で対象となる居宅サー
ビス（介護保険の対象となる
ものの自己負担額）

同じ月に、左の（医療系）居宅サービスを利
用すると対象となる居宅サービス（介護保険
の対象となるものの自己負担額）

医療費控除の対象とならな
い居宅サービス

医療系サービス
・訪問看護
・訪問リハビリテーション
・居宅療養管理指導
・ 通所リハビリテーション
（デイケア）

・ 短期入所療養介護（ショー
トステイ）

　※ 医療系のショートステ
イは、介護老人保健施設
や介護療養型医療施設
への短期入所

福祉系サービス
・ホームヘルプサービス
（訪問介護。ただし、生活援助中心は除く）
・訪問入浴介護
・通所介護（デイサービス）
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護（ショートステイ）
　※ 福祉系のショートステイは、特別養護老

人ホーム（介護老人福祉施設）への短期
入所

・ 認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

・ 有料老人ホームの特定施設
入所者生活介護

・福祉用具購入費
・住宅改修費
・福祉用具貸与

●対象にならないもの

　健康診断や美容整形の費用、予防接種や健康食品の費用、治療に必要としない近視などのメガネや補聴器

などの費用、通院のための自家用車のガソリン代、薬局・ドラッグストアで購入した日用品など

●戻る金額（還付金額）

　医療費控除で還付になる金額は、源泉徴収されていた所得税で確定申告により清算した税金で、医療費で

はありません。また、必ず戻るとも限りません。

市・県民税・所得税の申告相談会を開催します
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★申告相談会に必要なもの（忘れずに持ってきてください）

共　　　通
印鑑、申告者本人の預貯金通帳番号の分かるもの
（会場で申告書を作成する人は、ボールペンと計算機があると便利です）

給与所得者 給与の源泉徴収票（紛失した場合は、職場で再発行してもらってください）

年金所得者
公的年金などの源泉徴収票（紛失した場合は、年金支払先にお問い合わせください）
　※国民年金と厚生年金は、新発田年金事務所（☎0254－23－2128）

給与、年金以外
に収入がある人

支払いの証明書、または収入の確認ができる書類
（シルバー人材センター、満期保険金支払い、支払調書など）

事　業　主
・ 収入と経費の内訳を記入した収支内訳書（農業、営業、不動産など事前に作成してくだ

さい）　・売上帳や記入帳などの帳簿　・領収書

社会保険料控除
・ 国民健康保険税や介護保険料、後期高齢者医療保険料などの支払金額が分かる書類（確

定申告用納入額のお知らせなど）
・国民年金保険料控除証明書（社会保険庁発行）

生命保険料控除
地震保険料控除

保険会社などが発行する保険料控除証明書

配偶者控除
扶養等控除

扶養などにつける人の収入、または所得が分かるもの

障害者控除
・障害者手帳
・障害者控除認定書（65歳以上の寝たきり老人など）
※認定書は、介護高齢課高齢福祉係、または各支所地域福祉課介護保険係へ

医療費控除
・平成22年中に支払った医療費の領収書（支払先ごとに集計してお持ちください）
・上記の医療費のうち、社会保険や生命保険などから補てんされる金額の分かる書類
（例：出産育児一時金や入院給付金など）

寄附金控除 寄附金の領収書、または証明書

雑 損 控 除
・災害にあったことが分かるもの
・災害などに関連してやむを得ない支出をした金額の領収書

住宅借入金等
雑 損 控 除

《新築・中古住宅の場合》
　①住民票の写し
　②家屋の登記事項証明書
　③請負契約書、または売買契約書の写しなどで、家屋の取得価格が分かる書類
　④住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書（金融機関発行）
　⑤ 家屋の新築や購入とともに、その敷地などの購入のための借入金がある場合は、敷地

の登記事項証明書と売買契約書などの写し
　※ 取得した住宅によっては、控除を受けられない場合があります。詳しくは税務署個人

課税部門（☎53－3143）にお問い合わせください
《増改築などの場合（一定のバリアフリー改修工事、省エネ改修工事を含む）》
　上記、①～④のほかに、建築士から交付を受けた増改築等工事証明書、または建築確認
済証の写し、検査済証の写し。ただし、一定のバリアフリー工事や省エネ改修工事を含む
場合は、建築士から交付を受けた増改築工事証明書に限ります。

特定増改築等
住宅借入金等
雑 損 控 除

住宅借入金等特別控除に記載の①～④のほかに、建築士から交付を受けた増改築等工事証
明書
土地などを先行取得した場合は、土地などの登記事項証明書と売買契約書
※ バリアフリー改修工事の場合は、このほかにも必要な書類がありますので、村上税務署
（☎53－3143）にお問い合わせください。

●問い合わせ　税務課市民税係　☎53－2111（内線221、222）

市・県民税・所得税の申告相談会を開催します

６か月以上寝たきりの人のおむつ代について
　おむつ代について医療費控除を初めて申告する場合は、おむつ代の領収書と医師が発行した「おむつ使

用証明書」が必要です。

　２年目以降は、介護保険係（本庁、支所）の窓口で交付する「おむつ使用確認書」で申告することがで

きます。ただし、要介護認定を受けていて、一定の要件に該当する人が対象です。

■申請先・問い合わせ

　介護高齢課介護保険係　☎53－2111（内線361、362）、または各支所地域福祉課介護保険係
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11
月
21
日
㈰
、
荒
川
総
合
体
育
館
に
お
い

て
、「
大
人
と
子
ど
も
の
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
と
は
、
ウ
レ
タ
ン
と
ナ
イ
ロ

ン
で
で
き
た
デ
ィ
ス
ク
を
使
っ
て
、
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
と
似
た
ル
ー
ル
で
競
技
を
す
る
も
の

で
、当
た
っ
て
も
痛
く
な
く
、気
軽
に
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
小
学
生
と
大
人
の
混
成
チ
ー

ム
で
争
わ
れ
、
参
加
者
は
な
れ
な
い
ド
ッ
ヂ

ビ
ー
の
感
覚
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
気

持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　
　

大
津
A
チ
ー
ム

　

準
優
勝　
　

坂
町
B
チ
ー
ム

　

第
３
位　
　

坂
町
A
チ
ー
ム

さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※ それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる

ように上記イラストを掲載しています

　

11
月
13
日
㈯
、総
合
文
化
会
館
で「
自
主
防
災
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
自
主
防
災
は
地
域
の
要
」
と
題
し
、
小
千
谷
市
自

主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
の
風
間
久
司
会
長
が
「
地

域
内
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
団
体
や
組
織
を
活
用
し
て
、

防
災
に
向
け
総
合
協
力
を
す
る
組
織
づ
く
り
が
大
事

で
あ
る
」と
、共
に
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
中
越

大
震
災
の
貴
重
な
体
験
を
交
え
な
が
ら
話
し
ま
し

た
。ま
た
、会
場
に
は
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
、
防
災
用
品
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
展
示
し
ま

し
た
。

　

市
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
計
画
を
策

定
し
、
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
全
世
帯
に
設
置
し

て
も
ら
う
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。「
自
分
の
身
を
守

る
の
は
自
分
」と
い
う
意
識
を
強
く
持
っ
て
、早
め
の

設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
に
あ
っ
た

　
　

防
災
組
織
作
り
を

あさひ

大
人
と
子
ど
も
の

　
　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

あらかわ

　

11
月
21
日
㈰
、
例
年
よ
り
遅
い
紅
葉
が
見

ご
ろ
を
迎
え
た
小
俣
集
落
で「
そ
ば
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
小
俣
宿
で
そ
ば
づ
く
り
」
は
、
種
ま
き
か

ら
収
穫
、
そ
ば
打
ち
ま
で
を
体
験
す
る
活
動

で
す
。
当
日
は
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
と
「
小
俣
宿

で
そ
ば
づ
く
り
」
の
参
加
者
が
今
年
収
穫
し

た
ば
か
り
の
そ
ば
粉
を
打
ち
、
当
日
の
来
場

者
約
80
人
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

そ
ば
粉
と
極
少
量
の
小
麦
粉
で
打
た
れ
た

そ
ば
は
「
香
り
が
よ
く
、
と
て
も
お
い
し
い
」

と
好
評
で
し
た
。

　

今
年
は
猛
暑
に
よ
り
収
量
が
少
な
く
、
味

も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、風
味
よ
く
、早
く
も

「
来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
」と
の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。 絶

品
そ
ば
に
舌
鼓

小
俣
集
落
の「
そ
ば
ま
つ
り
」

さんぽく
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11
月
23
日
㈷
、
朝
日
中
学
校
体
育
館
で
朝

日
地
区
の
中
学
生
と
小
学
校
５
・
６
年
生
、地

域
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
い
じ
め
根
絶
ス

ク
ー
ル
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、「
育
て
よ
う
や
さ
し
さ
の
種
、

咲
か
せ
よ
う
思
い
や
り
の
花
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
各
学
校
が
「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
を
目
指
し

て
行
っ
て
い
る
あ
い
さ
つ
運
動
や
縦
割
り
班

で
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
、
こ
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
祈
る
親
の
気
持
ち
を
歌
っ
た
「
お

ひ
さ
ま
の
た
ね
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
手
話
を

練
習
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、「
思
い
や
り

を
持
ち
、
人
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
取
り

組
み
が
ど
の
学
校
で
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
、「
日
々
の
小
さ
な

取
り
組
み
の
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
『
い

じ
め
ゼ
ロ
』に
つ
な
が
る
」な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 そ

ば
に
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
か
い

や
さ
し
く
強
い
心
を
持
と
う

あさひ

　

11
月
28
日
㈰
、
朝
日
み
ど
り
の
里
体
験
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、
猿
沢
集
落
で
初
の
試
み
と

な
る
「
猿
沢
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
作
る
郷
土

料
理
体
験
・
そ
ば
打
ち
体
験
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

親
子
連
れ
な
ど
の
参
加
者
は
、
地
元
の
お

母
さ
ん
方
の
指
導
で
、
冠
婚
葬
祭
時
に
は
必

ず
作
る
郷
土
料
理
の「
大だ

い

海か
い

」を
一
緒
に
調
理

し
、楽
し
く
、笑
顔
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
携
わ
っ
た
猿
沢

集
落
の
役
員
は
、「
高
齢
化
が
進
み
集
落
が
寂

し
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が

来
年
度
か
ら
始
ま
る
『
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
夢
農

園
』
と
相
ま
っ
て
、
集
落
が
活
気
づ
け
ば
」
と

期
待
を
込
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

休
暇
は
農
村
で

〜
グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
〜

あさひ

　

荒
川
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
団
体

が
連
携
し
て
、
育
み
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、

「
あ
ら
か
わ
っ
子
を
育
て
る
集
い
」
が
、11
月

28
日
㈰
、
荒
川
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。第
一
部
の「
私
の
主
張
」で
は
、荒
川
中

学
校
の
小
島
紫し

央お

梨り

さ
ん
、松
田
薫く

ん

平ぺ
い

さ
ん
、

荒
川
高
等
学
校
の
米よ

ね

森も
り

夏
樹
さ
ん
の
三
人

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
も
と
に
、人
と
の
つ

な
が
り
や
、
学
校
生
活
を
見
つ
め
直
す
中
で

得
た
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
部
の
マ
イ
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
演
奏
団
体
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
オ

ビ
リ
ー
に
よ
る
室
内
楽
の
演
奏
が
行
わ
れ
、

会
場
は
美
し
い
調
べ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
や
は
り
、
何
か
を
実
行
す
る

と
き
は
、人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
。こ
ん
な

形
の
青
少
年
育
成
の
場
を
今
後
も
続
け
て
ほ

し
い
」と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

あ
ら
か
わ
っ
子
を
育
て
る
集
い

あらかわ

　

荒
川
地
区
公
民
館
の
１
階
ラ
ウ
ン
ジ
で
、

日
ご
ろ
か
ら
創
作
活
動
に
励
ん
で
い
る
皆
さ

ん
の
作
品
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
は
布
絵
展
が
行
わ
れ
、杉
下
さ
ん（
山

口
）
が
細
か
く
切
っ
た
布
切
れ
で
描
い
た
風

景
画
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
見
す
る
と
油

絵
や
水
彩
画
と
見
違
え
る
ほ
ど
の
細
や
か
な

描
写
に
、
見
て
い
た
人
た
ち
は
と
て
も
感
心

し
た
様
子
で
し
た
。

　

１
月
８
日
か
ら
31
日
は
墨
で
雪
を
描
く
会

の
水
墨
画
展
、２
月
１
日
か
ら
28
日
は「
写
真

Ａ
Ｎ
Ｄ　

Ｄ
Ｃ
倶
楽
部
」
の
写
真
展
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ど
れ
も
力
作
揃ぞ

ろ

い
の
作
品
展
で

す
。ぜ
ひ
、一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い

あらかわ
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12
月
５
日

㈰
、
異
国
の
文

化
を
知
ろ
う
と

外
国
人
を
講
師

に
向
か
え
、
教

育
情
報
セ
ン

タ
ー
で
村
上
地

区
公
民
館
が
異

文
化
交
流
講
座

を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
師
は
、ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
エ
ウ
ラ
リ
ア
・

ジ
ェ
ン
バ
さ
ん（
田
端
町
）。日
本
へ
来
て
23
年
、

村
上
市
に
は
17
年
在
住
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、ブ
ラ
ジ
ル
の
食
や
学
校
、祭
り

な
ど
、エ
ウ
ラ
リ
ア
さ
ん
の
母
国
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、講
座
の
終
盤
に
は
、ブ
ラ
ジ
ル
の
食

文
化
を
身
近
に
伝
え
る
た
め
、エ
ウ
ラ
リ
ア
さ

ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
お
菓
子
と
飲
み
物
を
参
加

者
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。珍
し
い
外
国
の
お
菓

子
を
前
に
写
真
を
撮
る
参
加
者
が
見
ら
れ
、

「
お
い
し
い
」と
言
い
な
が
ら
、異
国
の
文
化
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
渡
辺
あ
や
さ
ん（
山
居
町
一
丁
目
）

は「
外
国
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
、参
加

し
ま
し
た
。ブ
ラ
ジ
ル
の
料
理
な
ど
、た
く
さ

ん
の
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
」と
講
座
に
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
文
化
を
知
り
た

い
！

異
文
化
交
流
講
座

むらかみ

　

11
月
30
日
㈫
に
石
川
県
で
行
わ
れ
た
北
陸

農
政
局
男
女
共
同
参
画
優
良
事
例
表
彰
式

で
、
朝
日
村
ま
ゆ
の
花
の
会
が
経
営
参
画
部

門
を
受
賞
し
、そ
の
報
告
に
12
月
６
日
㈪
、同

会
が
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、「
朝
日
シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
ー
制
作
工

房
」の
運
営
の
委
託
を
受
け
て
お
り
、ま
ゆ
ク

ラ
フ
ト
の
販
売
と
体
験
指
導
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。特
に
地
域
の
小
・
中
学
校
で
、養
蚕

の
継
承
と
地
域
の
農
林
業
の
理
解
促
進
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。ま
た
、女
性

の
視
点
を
活
か
し
、
市
内
の
地
域
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
や
観
光
・
地
場
産
業
振

興
審
議
会
な
ど
に
委
員
と
し
て
参
画
し
、
地

域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
に
貢
献

　
　

朝
日
村
ま
ゆ
の
花
の
会

　
　
　
　

北
陸
農
政
局
長
賞
受
賞

　

12
月
８
日
㈬
、神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、新
潟
県
村
上
地
域
振
興
局
主

催
の「
田
ん
ぼ
ダ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
農
業

関
係
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
ダ
ム
と
は
、大
雨
が
降
っ
た
と
き
に

田
ん
ぼ
に
一
時
的
に
水
を
貯
め
る
こ
と
で
洪
水

被
害
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
の
こ
と
を
い
い
、

平
成
14
年
度
に
旧
神
林
村
で
全
国
に
先
駆
け

て
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、新
潟
大
学
災
害
復
興
科
学
セ
ン

タ
ー
の
吉
川
夏
樹
特
任
助
教
の
基
調
講
演
や
、

「
発
祥
の
地
よ
り
持
続
的
な
取
り
組
み
に
向
け

て
」を
テ
ー
マ
に
、神
林
地
区
に
あ
る
笛
吹
川

流
域
の
区
長
さ
ん
ら
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
ダ
ム
発
祥
の
地

かみはやし

　

12
月
10
日
㈮
、
向
ヶ
丘
保
育
園
で
保
護
者

が
見
守
る
中
、
お
ゆ
う
ぎ
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た

園
児
た
ち
は
、
練
習
の
成
果
を
お
ゆ
う
ぎ
室

一
杯
に
集
ま
っ
た
保
護
者
に
一
生
懸
命
披
露

し
ま
し
た
。

　

わ
が
子
の
姿
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
収
め
よ

う
と
朝
早
く
か
ら
場
所
と
り
を
し
て
い
た
あ

る
お
父
さ
ん
は「
保
育
園
、最
後
の
お
ゆ
う
ぎ

会
な
の
で
し
っ
か
り
撮
影
し
た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

向
ヶ
丘
保
育
園

　
　

お
ゆ
う
ぎ
会

かみはやし
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12
月
12
日
㈰
、
第
19
回
さ
ん
ぽ
く
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
大
会
が
山
北
総
合
体
育
館
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。初
参
加
と
な
っ
た「
と
り
あ
え
ズ
」

チ
ー
ム
は
、珍
プ
レ
ー
、好
プ
レ
ー
が
続
出
し
、大

き
な
歓
声
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
チ
ー
ム
で
大
会
連

覇
と
な
り
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は
、
や
わ
ら
か
い
ビ
ニ
ー

ル
の
ボ
ー
ル
を
使
い
、
１
チ
ー
ム
４
人
で
気

軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
冬
の
体
力
づ

く
り
と
し
て
、
皆
さ
ん
も
楽
し
み
な
が
ら
で

き
る
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
始
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

寒
さ
に
負
け
ず
ハ
ッ
ス
ル
プ

レ
ー
「
さ
ん
ぽ
く
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
大
会
」

さんぽく

　

12
月
14
日
㈫
、
さ
ん
ぽ
く
南
小
学
校
１
年

生
の
生
活
科
授
業
の
一
環
と
し
て
「
た
ぐ
り

飴
づ
く
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
ち
米
を
煮
詰
め
、
は
し
で
す
く
え
る
程

度
ま
で
煮
詰
め
て
作
る
の
が
、た
ぐ
り
飴
。も

ち
米
を
煮
詰
め
て
い
る
間
、
講
師
の
板
垣
蓉

子
さ
ん
か
ら
「
砂
糖
が
な
か
な
か
手
に
入
ら

な
い
時
代
に
、
も
ち
米
を
ま
き
ス
ト
ー
ブ
で

煮
詰
め
て
作
る
こ
の
飴
が
楽
し
み
で
ね
」
と

い
う
「
昔
語
り
」
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
熱

心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た「
た
ぐ
り
飴
」を
食
べ
た
子

ど
も
た
ち
か
ら
は「
家
で
作
っ
て
み
た
い
」な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

昔
の
素
朴
な
お
菓
子
作
り
と
昔
語
り
は
現

代
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験

と
、新
た
な
発
見
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

「
た
ぐ
り
飴あ
め

」っ
て
ど
ん
な
飴

さんぽく

　

12
月
19
日
㈰
、
神
林
総
合
体
育
館
を
会
場

に
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
大
会
の
最
終

種
目
の
ス
ポ
レ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
は
、
７
月
に

朝
日
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
か
ら
始
ま
り
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、綱
引
き
と

行
わ
れ
、
今
回
の
ス
ポ
レ
ッ
ク
ま
で
の
合
計

４
種
目
を
チ
ー
ム
戦
で
競
い
ま
し
た
。

　

最
終
種
目
の
ス
ポ
レ
ッ
ク
に
は
、
15
チ
ー

ム
が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

総
合
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第
１
位　

ひ
ろ
み
ー
ず（
村
上
市
）

　

第
２
位　

О
Ｐ
倶
楽
部（
村
上
市
）

　

第
３
位　

大
し
た
も
ん
ジ
ャ
ー（
関
川
村
）

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
　

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
大
会

かみはやし

　

12
月
11
日
㈯
、
東
京
大
学
大
学
院
の
西
村

教
授
を
講
師
に
招
き
、
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

で
ま
ち
づ
く
り
の
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
人
口
が
２
０
５
５
年
ま
で
に

９
千
万
人
を
下
回
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て

い
る
今
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
に

は
、
観
光
者
な
ど
の
交
流
人
口
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の

重
要
な
拠
点
が
、駅
と
そ
の
周
辺
地
域
。

　

住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
地
域

は
、
観
光
客
に
と
っ
て
も
魅
力
が
あ
る
の
だ

と
い
う
、「
近
説
遠
来
」の
考
え
方
。シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、こ
の
考
え
方
に
沿
っ
て
、駅
周
辺

の
市
民
と
市
長
、
観
光
協
会
長
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
村
上
駅
周
辺
の
活
性
化
に

つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

むらかみ
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認 知 症
～認知症の人を地域で支える①～

　認知症の人の多くは自宅などで暮らしています。その人の暮らしを支えるためには、介護保険サービスな

どの公的なサービスが必要となりますが、それだけでは、まかなえないのが現状です。

　体が不自由な人は、つえや車いすを使って自分の力で動く努力をします。そのような場面を目にすること

が増えたことでエレベーターやスロープの設置が多くなり、私たちにもどのように手助けすればよいかを教

えてくれます。

　しかし、認知症の人は自分の障がいを補う方法を覚えることができません。忘れないようにメモしてもう

まく思い出せず、何のことか分からなくなります。認知症の人への支援は、認知症を正しく理解し、さりげ

なく援助できる家族や地域の人の助けが必要です。

　交通機関や店など地域のあらゆるところで温かく見守り、適切な支援をしてくれる人が増えれば、自分で

できることもずいぶん増えるのではないでしょうか。

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511 ㈹

読み聞かせの時間変更のお知らせ
　中央図書館で毎週火曜日に行っている読み聞

かせは、１月から午前11時に変更となります。

図書館の読み聞かせ

中央図書館（おはなしコーナー）

　毎週火曜日・土曜日　午前11時から

朝日図書館（２階和研修室）

　毎月第４土曜日　午前10時から

荒川図書室（荒川公民館和室）

　毎月第３土曜日（４・８・３月を除く）

　午前10時から

神林図書室

　（神林農村環境改善センター２階研修室）

　第３木曜日（５・７・９・12・１・３月のみ）

　午前10時から

◎ 詳しい日時は、お知らせ版の「お知らせカレン

ダー」に掲載しています。

図書館職員のおすすめ本
ワンダフル・プラネット！

　宇宙飛行士の野口聡一さんが宇

宙ステーション滞在中に撮り続け

ていた地球の写真を厳選して紹介。

包括支援センターだより

その9

　次回は、「認知症の人を地域で支える②」です。

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線364）、または各支所地域福祉課介護保険係

【中央図書館新着図書】

◆　文芸むらかみ創刊号［平成22年度］

◆　青い眼をもった木（きっかわみき）

◆　村上町年行事所日記９（村上史楽会）

◆　99年の愛（橋田寿賀子）

◆　東慶寺花だより（井上ひさし）

◆　戦国を終わらせた女たち（童門冬二）

◆　第二音楽室（佐藤多佳子）

◆　タソガレ（沢村凛）

◆　玉工乙女（勝山海
うみ

百
ゆ

合
り

）

◆　いまなんつった？（宮藤官九郎）

◆　藤原さんちの毎日ごはん（みきママ）

◆　２時間で気ままにつくる雑貨屋さんの製本教室

◆　天然石パワーストーン組み合わせバイブル

○　かがくのとも　復刻版［創刊号～第50号］

○　すいすいたこたこ（とよたかずひこ）

○　せかいいちのぼうし（深見春夫）

○　ポケット（三浦太郎）

○　ヒックとドラゴンシリーズ（ヒック・ホレンダス・ハドック三世）

○　みんなのふこう（若竹七
なな

海
み

）

○　しのえほんシリーズ（まどみちお、谷川俊太郎ほか）

○　もじゃもじゃペーター（ハインリッヒ・ホフマン）

○　おとぎの“アリス”（ジョン・テニエル）

◆…一般書

○…児童書
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食
育
だ
よ
り

　

山
北
に
じ
い
ろ
保
育
園
で
は
、
園
児
が
保
育

園
の
畑
で
一
生
懸
命
に
育
て
た
野
菜
を
、給
食

に
使
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
掘
り
出
さ
れ
る
た
び
に
、
ま
る
で
宝
物

が
見
つ
か
っ
た
よ
う
に
喜
び
な
が
ら
採
れ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
お
楽
し
み
会
で
カ
レ
ー
作
り

に
挑
戦
し
て
食
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、秋
に
は
、「
こ
ー
ん
な
に
お
っ
き
な
の

採
れ
た
よ
」
と
、
泥
ん
こ
に
な
っ
て
自
慢
し
合

い
な
が
ら
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、焼
き
い

も
会
を
開
い
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
く
食
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、畑
の
ほ
か
に
も「
祖
父
母
と
遊
ぼ
う
」

の
会
を
開
い
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
、
お
ば
あ

こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

が
ん
と
は
、ど
う
い
う
病
気
？

　

毎
年
、各
地
区
で
が
ん
検
診
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。「
健
康
む
ら
か
み
21
計
画
」の
重
点
目
標

に
「
が
ん
」
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

回
は「
が
ん
と
は
、ど
う
い
う
病
気
か
」を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

が
ん
発
生
に
関
係
す
る
遺
伝
子

　

私
た
ち
人
間
の
身
体
は
、約
60
兆
個
の
細
胞

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
細
胞
の
中
に
は
核
が
あ
り
、そ
の
核
の
中

に
は
、伸
ば
す
と
全
長
約
１
メ
ー
ト
ル
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
折
り
た
た
ま
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い
う
の
は
、い
わ
ば
テ
ー
プ
の
よ
う

な
も
の
で
、そ
の
上
に
は
約
２
万
個
〜
３
万
個

の
遺
伝
子
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
に
が
ん
遺
伝

子
、
が
ん
抑
制
遺
伝
子
と
い
っ
た
、
が
ん
発
生

に
関
係
す
る
遺
伝
子
が
１
０
０
個
く
ら
い
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
細
胞
は
ど
う
や
っ
て
増
え
る
？

　

が
ん
と
い
う
病
気
は
、正
常
な
細
胞
の
中
の

が
ん
遺
伝
子
が
暴
れ
だ
し
、ブ
レ
ー
キ
役
を
果

た
し
て
い
る
が
ん
抑
制
遺
伝
子
が
壊
れ
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
に
よ
り
正
常
な
細
胞
が
、が
ん
細

胞
に
変
化
し
、増
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
は
遺
伝
す
る
？

　

よ
く
が
ん
は
遺
伝
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

が
ち
で
す
が
、誰
に
で
も
存
在
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

遺
伝
子
に
よ
り
発
生
す
る
病
気
で
す
。
な
お
、

遺
伝
性
の
が
ん
は
、現
在
約
５
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
を
予
防
す
る
に
は

　

が
ん
を
促
進
す
る
要
因
と
し
て
、
タ
バ
コ
や

食
事
（
塩
分
や
脂
肪
な
ど
）
、
ス
ト
レ
ス
、
紫
外

線
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
控
え
、
が
ん

細
胞
を
増
や
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、が
ん
細
胞
は
20
〜
30
年
間
で
し
だ
い

に
増
え
て
い
き
ま
す
。
が
ん
細
胞
は
０
・
１
〜

１
グ
ラ
ム
に
な
る
と
検
診
で
発
見
で
き
ま
す

の
で
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、定
期
的

に
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
衛
生
係

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

ち
ゃ
ん
か
ら
笹
団
子
作
り
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、昔
か
ら
伝
わ
る
郷
土
料
理
の
話
を
聞
い

た
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、子
ど
も
た

ち
の
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

園
で
は
、こ
れ
か
ら
も
畑
作
り
や
料
理
体
験

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
食
育
に
取
り
組
み
、

絵
本
や
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を

使
っ
た
食
べ
物
に
関
す
る
指
導
も
充
実
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
人
た
ち
と
の
楽
し
い
交
流
を

計
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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増
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明
子
さ
ん
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緑
町
二
丁
目
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夢の

叶あ

ち
ゃ
ん
（
11
か
月
）

　娘は、児童館が大好き。広くて

おもちゃがたくさんあり、お友

達もいっぱい。はいはいや伝い

歩きも上手になり、ニコニコし

ながら積極的に遊んでいます。

お友達とおもちゃを取り合うこ

ともあり、ちょっぴり気が強い

娘です。

　夢叶ちゃん、明るく元気に

育ってくれるといいな。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

わが家

宝

の
今回は、

村上地区です

　冬季間は暖房などによるエネルギー消費量が、増加

します。エネルギーを大切に使うことは、資源の節約

だけでなく、CO2の削減にもつながります。できるこ

とから生活を見直し、エコライフをはじめましょう。

待機電力を50％節減する

　主電源を切りましょう。また、長時間使わないと

きはコンセントからプラグを抜きましょう。

　なお、家電製品の買い替えの際は待機電力の少な

い物を選ぶようにしましょう。

年間で60㎏のCO2の削減

年間で約3,400円の節約

シャワーを1日1分家族全員が減らす

　身体を洗っている間は、お湯を流しっぱなしにし

ないようにしましょう。

年間で69㎏のCO2の削減

年間で約7,100円の節約

家族が同じ部屋で団らんし、暖房と照明の２割を減らす

　家族が別々の部屋で過ごすと、暖房も照明も余計

に必要になります。

年間で238㎏のCO2の削減

年間で約10,400円の節約

ジャーの保温を止める

　ポットやジャーの保温は利用時間が長いため、多

くの電気を消費します。ごはんは電子レンジで温め

なおす方が電力の消費は少なくなります。

年間で34㎏のCO2の削減

年間で約1,900円の節約

出典：環境省「地球温暖化パネル」
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

●おくやみ
氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

※11月11日から12月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口と世帯数（12月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä32,548人（△14）　Å35,371人（△39）　 計67,919人（△53）　    22,822世帯（△7）

村上地区
佐 藤 ト ミ	 71	 天神岡
齋　藤　たか子	 75	 小国町
菅 原 敬 子	 80	 塩町
佐 藤 長 作	 81	 早川
小 武 光 喜	 64	 瀬波新田町
渡 邉 カ ヨ	 99	 松山
南 　 ト ヨ	 87	 瀬波上町
小 野 　 拓	 38	 柏尾
髙 橋 寛 子	 84	 新町
丹　羽　ハツヱ	 83	 羽黒町
風 間 正 一	 79	 安良町
　　野　美代子	 81	 吉浦
板 垣 甚 吉	 86	 石原
佐　藤　トメ子	 94	 柏尾
村　田　フサ子	 70	 八日市
加 藤 俊 一	 90	 若葉町
大 滝 修 三	 80	 下相川
榎 本 良 一	 86	 松原町四丁目
佐 藤 春 巳	 57	 新町
伴 田 　 勉	 83	 岩船岸見寺町

村上地区
星空（せら）	 藤 井 俊 文	 山辺里
勇二（ゆうじ）	 伊　藤　英　亮	 大欠
ひなた	 松 井 　 優	 山居町二丁目
琉亜（りあ）	 伊 藤 僚 助	 山居町二丁目
琴美（ことみ）	 小 田 　 健	 山辺里
楓叶（ふうか）	 尾 形 　 悟	 泉町
莉央（りお）	 小 嶋 大 輔	 大欠
珠悠（しゅう）	 大 滝 勝 浩	 山辺里
凛（りん）	 佐 川 光 晴	 飯野一丁目
諒（りょう）	 平 野 和 幸	 松原町三丁目
大羽（そら）	 工 藤 春 美	 羽黒口
紗奈（さな）	 遠 山 誠 一	 山辺里
千璃（せんり）	 相 田 正 秋	 飯野桜ヶ丘
蓮（れん）	 細 野 　 満	 緑町二丁目
伸太（しんた）	 相 馬 裕 和	 羽下ヶ渕

神林地区
真澄（ますみ）	 岡 本 隆 一	 上助渕
大雅（たいが）	 渡 邉 博 之	 河内
慎（しん）	 矢 田 　 健	 葛籠山

荒川地区
凌（りょう）	 渡 邉 浩 樹	 藤沢
七星（ななせ）	 内 山 真 也	 下鍜冶屋
柚月（ゆずき）	 須 貝 博 之	 山口
來未（くるみ）	 髙 橋 　 徹	 佐々木
颯介（そうすけ）	 今 野 髙 伸	 坂町

朝日地区
虹良（ゆら）	 大　場　久仁栄	 岩沢
心海（ここみ）	 髙 橋 直 紀	 猿沢
蓮（れん）	 佐 藤 正 幸	 岩沢
浩人（ひろと）	 秦 　 央 一	 下新保

山北地区
健瑠（たける）	 岩 佐 幸 夫	 北中
蒼（そう）	 富 樫 雅 彦	 鵜泊
大成（たいせい）	 加 藤 天 平	 大毎

朝日地区
齋 藤 瑞 雄	 86	 寺尾
須 貝 　 鋼	 64	 古渡路
小 田 鶴 司	 73	 猿沢
齋 藤 功 子	 68	 笹平
板　垣　コツル	 88	 高根
髙 橋 久 子	 85	 猿沢
横 山 ユ キ	 88	 布部
清 野 征 郎	 69	 下新保
髙　橋　藤司晴	 90	 千縄
齋 藤 末 子	 83	 上野
太 田 惇 二	 74	 檜原
本　間　ミトリ	 92	 中新保
小　田　冨次郎	 78	 薦川
太 田 ス イ	 91	 檜原
小　池　ハル子	 83	 岩沢
板 垣 長 藏	 87	 荒沢
小　田　與司榮	 71	 猿沢
貝 沼 忠 治	 75	 堀野

山北地区
田 宮 　 敏	 98	 小俣
板　垣　イチヨ	 96	 朴平
冨 樫 幸 生	 77	 府屋浜町
須　貝　喜津治	 86	 府屋駅前通
富 樫 サ ノ	 90	 寝屋
佐　藤　ミユキ	 83	 遅郷
富　樫　トモエ	 93	 府屋

荒川地区
遠 山 ネ エ	 85	 金屋
近 藤 冨 夫	 77	 金屋
本 間 正 三	 87	 坂町駅前
瀧 澤 　 透	 46	 前坪団地
木 村 　 式	 85	 下鍜冶屋
磯 部 　 貞	 95	 藤沢
小 野 昭 次	 76	 佐々木
遠　山　アイ子	 79	 金屋
上 野 ス ミ	 82	 坂町
長 　 ハ ツ	 90	 前坪団地
石　井　由美子	 39	 荒屋
渡 邊 總 二	 80	 大津
遠 山 ナ オ	 80	 金屋
信 田 昭 治	 81	 海老江

神林地区
本　間　トシ子	 85	 平林
長 柄 　 正	 84	 新飯田
齋 藤 　 正	 85	 今宿
佐 藤 ミ ヤ	 88	 塩谷
野 澤 ト シ	 83	 平林
鈴　木　ハルヨ	 90	 北新保
東 　 セ ツ	 85	 牧目
内 山 セ イ	 87	 桃川
佐 藤 マ ツ	 87	 桃川
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印刷　村上印刷株式会社

　12月11日㈯、週末百姓やってみ隊の活動で行われた餅
もち

つきの

様子です。

　なかなか見ることができなくなった杵
きね

と臼による餅つき。見て

いる分には楽しそうですが、実際はめつぶしや、餅つきは重労

働。周りからの「よいしょ！」の掛け声に後押しされ、今年とれ

た約30キロのもち米がおいしい「お餅」につき終えました。

　参加者全員で11回分をつき終え、達成感とともにお正月の準

備をひとつ終えたような喜びを味わっているようでした。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u明けましておめでとうございます。
お正月の楽しみの一つは、年賀状です
ね。わたしが子どものころは、年賀状
が届くのを待ちきれず、朝起きると何
度も郵便受けを見にいったものでし
た。最近では、メールなどで済ませて
年賀状は出さないという人も多いの
ではないでしょうか。年賀状ばかりで
なく、たこ揚げやこま回しなども昔の
遊びになってしまったのでしょうか。
子どもたちには、お年玉のほかにもお
正月の楽しみがあることを教えてい
きたいと思います。u今年も市報むら
かみをよろしくお願いします。そし
て、皆さまにとってすばらしい１年と
なりますように。ひ○ 

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

　

新
潟
県
の
最
北
端
に
位
置
す
る
山
北
地
区
。

「
今
が
旬
の
素
材
を
お
い
し
い
鍋
の
コ
ー
ス
で
お

気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」と
の
各
協
賛

店
の
思
い
か
ら
、「
笹
川
流
れ
鍋
物
語
り
」を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

笹
川
流
れ
で
水
揚
げ
さ
れ
た
「
ア
ン
コ
ウ
」
や

「
寒
ダ
ラ
」な
ど
を
使
い
、店
の
主
人
が
腕
に
よ
り

を
か
け
て
ご
用
意
し
ま
す
。

　

波
の
花
が
舞
い
上
が
る
山
北
地
区
の
海
岸
線

一
帯
が
、
暖
か
い
鍋
料
理
と
山
北
人
情
の
「
鍋
街

道
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
じ
っ
く
り
と
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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２
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28
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㈪
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で
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１
人
３
５
０
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円
〜

　

 （
２
人
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
。鍋
の
ほ
か
に
、

何
品
か
つ
き
ま
す
）

◆ 

そ
の
他　

３
日
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、入
荷
状
況
に
よ
り
、や
む
を
得
ず
お

断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
容
赦
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

 

笹
川
流
れ
波
物
語
り
受
入
者
協
議
会（
交
流
の

館「
八
幡
」内
）☎
60
‐
５
０
５
０

この
のぼり旗が目印

「アンコウ鍋」




